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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は免疫グロブリンスーパーファミリーのメンバーをコードする。コードされるタンパク質はTリンパ球CD2タンパク質のリガンドであり、Tリンパ球の接着および活性化に機能する。このタンパク質は細胞膜に局在する。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2009年1月],機能：Tリンパ球CD2糖タンパク質のリガンド。この相互作用は、胸腺細胞と胸腺上皮細胞の相互作用、Tリンパ球と標的細胞および抗原提示細胞との抗原非依存性および抗原依存性の相互作用、そしてTリンパ球と赤血球のロゼット形成において重要である。さらに、LFA-3/CD2相互作用は、CD2+細胞とLFA-3+細胞の両方による応答を誘導する可能性がある。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,
	研究分野
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	CD58 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	CD58ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脾臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脾臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

